
小学生に一人一台の端末が配布され
インターネットは、子供たちにも
身近で日常的なものとなりました。

子供たちが
夢を現実にするための
ツールのひとつとしても

インターネットは欠かせないもの。
上手に付き合って
たくさんのワクワクを

体験してもらいたいですね

未来では
どんなことが
できるかな？ 楽しみだね！

保護者の
意識調査結果は
２～３面▶▶▶

９月に都小Pが実施した「保護者の意識調査2021」は 9,340名の回答をいただきました。
たくさんのご協力をありがとうございました。調査結果から、子供のコロナ禍の生活やインターネットの
利用について、保護者が何を心配しているのかが見えてきました。

未来を生きる子供たち。
大事なのは、「制限よりも付き合い方」お子さん

は インターネットを上手に使っていますか？
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都小Pアンケート2021　保護者の意識調査
「どうなの？新しい日常の子供たち」

　新型コロナウィルスとの日々 は、ついに3年目に突入しました。
　2022年の幕開けと同時に、感染力が強いオミクロン株の流行により、2月には、
東京都の1日の感染者数が2万人を超え、都内の小学校でも学級閉鎖が相次ぎました。
　昨年度、GIGAスクール構想の前倒しにより、一人一台の端末が配付されました。
2021年度は、本格的に端末の活用が始まり、オンライン授業も実施されています。
　そんな新しい形の学校生活は、保護者の目にはどう映っているのでしょう。
　（＊印が付いているコメントはホームページの詳細報告も参照ください）

実施時期：2021年9月1日～9月30日
回答数：9,340名

詳細報告はこちら＞＞＞

現在の状況において、
　　　　　次の授業形式についてどう思いますか？

学校から貸与される端末使用について　　
　　　　不安に思っていることは？（複数回答可）

＜学年別＞ ＜ネットリテラシー教育の考え方＞

現在の状況において、ご自身のお子さんに
　　　　　以下の項目について足りていると思いますか?

　このアンケートを実施した９月、東京都の新型コロナウィルス感
染者数は、９月１日は３,168 名、９月３０日が２１８名と、デルタ株の収
束の時期でした。
　感染状況もオンライン授業の実施状況も、現在とは違っていま
すが、「対面とオンラインの選択制」を支持する回答が約６０％と最
も多い結果でした。また、「対面授業のみ」も半数以上が支持してい
ます。
　項目を挙げて、コロナ禍で子供に足りているかどうかを聞いた質
問では、学校行事、地域行事、旅行、外出などは、いずれも約９０％
が足りていないと回答 *。また、家族とのふれあいは約９０％が足

りているとする一方、友達、社会、家族以外の大人とのふれあいに
ついては「コロナ禍で足りない」という回答が多くなっています。
　ボランティア体験、運動、自然とのふれあいについては、「もと
もと足りない」と感じていることもわかりました。
　夢中になれることは半数以上が「足りている」と回答しています
が、34％は「コロナ禍で足りない」、１２％が「もともと足りない」
と回答しています。
　ゲームや動画に夢中になって困るという声もよく聞きます。
子供たちには本当に「夢中になれること」を見つけてほしいと願う
保護者は多いことでしょう。

　コロナ禍でできることは限られていますが、インターネットも活用
するなど工夫しながら、「社会や自然とのふれあい」や「新しい
体験」などに、親子で一緒に取り組んでみることも、きっと子供たち
の記憶に残る体験になりますね！

　貸与端末に対する不安については、「持ち運びが重い」という回答
が半数を超えました。次いで、約48％が「持ち運び中の破損や紛失」
と回答。
　これらは、低学年ほど多く、高学年になるにつれ、減少しています。
一方、高学年になるほど、「不安はない」という回答が増えていますが、
「使用ルールの徹底が難しい」も増加しています。

　また、「ネットリテラシー教育を家庭でもやりたいがよくわからない」
という保護者ほど、貸与端末についての不安を感じていることがわか
ります。
　インターネット環境や関わり方は、家庭によって差があります。端末
を貸与する際に、家庭とどのように連携していくのか、学校や教育委
員会から丁寧な情報共有が必要なのかもしれません。

コロナ感染は怖いけれど、学校生活も大事。
オンライン授業だけは、なんだか心配・・・・。
そんな保護者の気持ちが伝わってきます。

約60％が、「対面と
オンラインの選択制」を支持

低学年は、ちょっと心配。

貸与される端末
持ち運びに関する不安が多数

ボランティア体験は、過半数が
「もともと足りない」と回答。

社会や自然とのふれあいも経験させたい！

コロナ禍で足りない
「新しい体験」83％
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SNS東京ノートは、1,2年生向け、3,4年生向け、5,6年生向けに
分かれており、学年に応じた事例を基に、学校や家庭で話し
合いながら考える内容となっています。保護者向けのページも
ありますので、是非、開いてみてください！

お子さんは、ご家庭で
　　端末を使用する時間は一日平均何分くらいですか？

お子さんは、
　　家庭でのルールを守っていますか？

保護者の方は子供のネットの利用について、　　
　　　どういった情報が欲しいですか？（複数回答可）

ネットリテラシー教育について

　端末使用時間を把握している保護者の回答からは、高学年ほ
ど使用時間が長いことがわかります。宿題や課題の量が多いこと
に加え、ゲームやSNSの長時間使用も考えられます。6年生の使
用時間が少し短くなっているのは、塾に通ったりということもある
のかもしれません。
　また、端末使用時間が長いほど、家庭でのルールの数も多
いこともわかりました＊。使用時間を制限するためにルールが増
えていくという状況が想像されます。

　約８０％の家庭でルールがあると回答しています。そのうちの
３６％で、子供は全てのルールを守っていると、保護者は考えて
います。約６０％の家庭では、守れていないルールがあると回答。
　ルールの内容は、「使用時間」が76％と一番多く、次いで「使用
時間帯」で、47％でした。

　時間の制限だけではなく、お子さんがどんなことにスマホや
タブレットを使っているのかを把握することが大切です。
＊ホームページの詳細報告も参照ください

　子供のネット利用について保護者が欲しい
情報は、約66％が「ネットトラブルの被害者にも
加害者にもさせない方法」と回答。SNSで知らな
い人と出会ったり、いじめや、個人情報の書き込
みなどのトラブルは、小学生でも発生しており、
保護者にとっては、最も気になることのようです。
　次いで、「フィルタリングのかけ方」、「基本的
なネットリテラシー全般」も半数近くが欲しい情
報として回答し、インターネットのリスクに関心が

高いことがわかります。
　ネットリテラシー教育については、6割が家庭
でも教えていると回答。しかし、関心はあっても「
やり方がわからない」という回答が約25％あり
ました。
　学校から、端末を使った学習の様子やネットの
トラブルから子供を守るための情報を提供したり、
保護者からは家庭での様子を伝えるなど、家庭
と学校が連携して取り組むことが望まれます。

ご存知ですか？
　　「SNS東京ノート」

保護者の皆さんは、お子さんがインターネットをどのように利用しているか把握できていますか？
インターネットのトラブルは、誰もが被害者や加害者になる可能性があります。
東京都教育委員会では、「SNS東京ノート」を全児童に配布しています。
学校と保護者が連携してトラブルに対応できるよう、「SNS東京ノート」をご活用ください。

ネットトラブルの
被害者にも加害者にも

させない情報が欲しい　66％

ネットリテラシー教育
25％が、

「家庭でもやりたいがよくわからない」
　　　　　　　　　　と回答

　子供にとってゲーム、動画、ＳＮＳは魅力的であり、家庭のルールを守ることは簡単ではないと拝察します。
そこで、ルールを守るためのヒントを紹介します。

　東京都が作成・配布している「ＳＮＳ東京ノート」は、発達段階に応じ、自分の問題として考えさせるテーマを揃えています。後半
の保護者ページには、ルールづくりのコツや、スマートフォンのペアレンタルコントロール機能などを掲載しています。

　子供たちがネットやゲームと適切に付き合っていくことができるよう、御活用いただければ幸いです。

①「ルールを定める理由を伝える」
 ネットには危険があります。保護者として子供を心配  
 する気持ちを伝えましょう。

②「ルールを忘れない」
 ルールを破っていることを指摘しなければ、ルールを  
 守る意義がなくなってしまいます。

③「ルールを守ったらほめる」
 守ることが当たり前と思わず、ほめましょう。
 子供の成功体験に繋がります。

④「現実的なルールにする」
 無理なルールは続きません。実際に守ることができる内容
にしましょう。ルールを定期的に見直すことも大切です。

教育庁指導部主任指導主事（情報教育担当）　江川　徹保護者の皆さまへ
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何に使っているのか把握していますか？
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